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養護学校通学児童の在宅介護の実態と介護者の健康状態

垰田 和史 村松 大治 橋本 佳美

北原 照代 西山 勝夫

目的　在宅障害児の介護支援施策を検討するために介護者の健康に関して実態調査を行った。

対象・方法　大津市および近郊にある3養護学校に通学する肢体障害および知的障害児262人の家庭を対象

として，主に介護を担っている者の健康や疲労の状態，肩腕背部の自覚症状や腰痛に関して質問紙に

よる調査を行った。

結果　主な介護者の98.4％は女性であり，96.9％は母親が介護を担っていた。同居の家族数は，障害児を含

めて平均4.8人で，三世代同居家族が37.7％と高率に認められ，祖父母の介護支援の存在が推定された

が，その一方で，障害児以外に要介護家族がいる家庭が16.4％おり，こうした家庭では，母親が障害児

と高齢祖父母の二重介護を行っている可能性が考えられた。現在の健康状態を非常に不調あるいはや

や不調とした者は24.6％，毎日の生活で身体が疲れるあるいはやや疲れるとした者は70.5％，神経がと

ても疲れるあるいはやや疲れるとした者も70.5％いた。最近の1ヵ月間に，いつもあるいは時々，肩に

痛みを自覚する者が19.1％，腕に痛みを自覚する者が20.8％，背中に痛みを自覚する者が26.8％，腰に

痛みを自覚する者が46.4％いた。腰痛経験者は74.3％おり，その18.4％が過去1年間に日常生活に支障

が出るほど腰が痛み寝こんだことがあり，現在も，毎日痛みがあり時々横になって休むあるいは横に

なって休まないまでもかなり痛いとした者が16.9％おり，腰痛は介護者の深刻な健康問題と考えられ

た。介護者が病気や急用の時，代わりの介護者が家族の中にいる者が60.7％，施設や病院に障害児を預

けるとした者が20.8％いたが，代わりの介護者がいない者も25.1％いた。介護者の平均睡眠時間は6時

間17分で，睡眠不足感がある者が77.6％おり，30.6％の者が介護のために夜起きることがあり，介護に

より睡眠が障害されていた。介護者の要望が最も多かった支援施策は，作業所通所型施設で50.3％，つ

いで施設への短期入園が36.6％であった。

　本調査により，養護学校に通学する障害児の主な介護者である母親の，腰痛などの健康問題と介護

生活上の困難さが把握され，障害児と高齢者の二重介護家庭にたいする支援，腰痛予防の取り組み，

介護者の睡眠や休息を保障することが介護支援施策の課題と考えられた。
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